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高度な流通テクノロジーと先進ITの融合によるリアルタイムコラボレーション型調達コントロール

バリューチェーンを構成するさまぎまな業態に,リアルタイム

かつ効率的に総合管理サービスを提供
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日立製作所が上流エンジニアリング技術を適用して商品を提供したSCMシステム事例

システムコンセプトの立案から具体的なシステム開発まで一貫した展開を推進する上流エンジニアリンク技術により,先進的で実践的なシステムを構築している｡

市場･経済環境の長引く低迷により,企業の事業環

境は年々厳しいものとなっている｡そのため,いっそう

の原価コストの削減,固定費や資産の圧縮といった経

営の効率化が急務である｡一方,インターネットや電

子商取引の標準化が進展し,ネット調達が加速度的

に浸透している｡アウトソーシングやASPサービスなど

も普及し,他社リソースの効率的活用環境が拡大して

いることから,低コストでオープンな流通基盤の構築が

必須となってきている｡

欝
はじめに

市場･経済環境の低迷の中で,企業は,恒常的な取引量

や収益を確保するために,製造原価の低減を継続的に推進

する取り組みを行っている｡このような状況下では,各企業固

有の課題を解決しても,結局,外部に負担を強いることにな

り,サプライチェーン全体を最適なものにすることは難しい｡

このたび,日立製作所は,伊藤忠丸紅鉄鋼株式会

社と共同で,業務ノウハウと上流エンジニアリング技

術を融合させた,調達SCM構築支援パッケージ｢e一過

い箱+を開発した｡日立製作所は,独自の技術とノウ

ハウを集約し,システムコンセプトの立案から具体的な

システム開発へとつなげる｢上流エンジニアリング技

術+を確立し,ビジネスパートナーヘソリューションとし

て提供している｡

サプライチェーン全体の最適化を図るためには,サプライチェー

ン上の関与者間のコラボレーションを強化し,全体の効果を

最大にする取り組みが重要になる｡日立製作所は,伊藤忠

丸紅鉄鋼株式会社(以下,伊藤忠丸紅鉄鋼と言う｡)と共同

で,上流エンジニアリング技術を適用した,コラボレーション型

SCM(Supply Chain Management)ソリューションを構築

した｡

ここでは,適用事例をベースに,日立製作所の上流エン

797

口‾在評諭2003･12l45



llウ〉ol-85No-12

ジニアリング技術の具体的な進め方によって開発したシステ

ム｢e一通い箱+の概要について述べる｡

腰上流エンジニアリング技術を適用したSCMソリューション構築事例

2.1上流工ンジ=アリンクのアプローチ手法

今回適用した上流エンジニアリング技術は,BPR

(Business Process Reengineering)に代表されるような,

業務プロセスの診断を行い,根本的に見直す｢業務プロセス

の最適化+を中心としたアプローチをベースにしている｡さらに,

日立製作所が製造メーカーとして培ってきた業務ノウハウと,

伊藤忠丸紅鉄鋼がサプライヤとして培ってきた商社･流通業

務ノウハウを融合し,H立製作所の豊富なエンジニアリング実

績を基に,標準化に対応した手法で上流エンジニアリングを

推進した(図1参照)｡そのアプローチについて以下に述べる｡

2.2 推進手順

ステップ1の準備段階として,最初に商品開発のねらいとな

る上位目的を設定した｡設定した上位目的について,実現

が可能な手段へとトップダウン方式で体系的に展開し,先進

的なIT(Information Technology)を活用した新ビジネスモ

デルを設定した｡ここでは,｢伊藤忠丸紅鉄鋼の売上･収益

の向上+という経営課題を上位目的として,実現手段へのブ

レイクダウンを行った｡

その結果,新たな収益源を開拓できる新規事業として,

ASP(ApplicationServiceProvider)という従来のシステム

導入手法とは異なる新たな事業形態を適用した｡この手法

により,顧客は,システム開発･運用コストの低減,システム導

入スピードの向上を図ることができるようになる｡また,システ

ステップ1

システム構築ビジョンの

共通認識

･システム構築ビジョンの
設定

･ビジネスモデルの定義

･検討範囲の設定

･プロジ工クトでの共通
認識
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ムの機能や構成についても,個別ユーザーや特定業務に特

化したものではなく,ASP型SCMソリューションとしてモデル

化した｡

検討対象範囲の設定では,伊藤忠丸紅鉄鋼に関係する

20パターンにも及ぶ得意先･仕人れ先との商慣行や業務を調

査し,サプライチェーンにかかわる標準的な関与者(需要家,

協力工場,商社･流通業者,素材メーカー)を定義した｡次

に,各関与者間の商物流の関連をパターン化することにより,

標準的なSCMの基本モデルを設定した｡構築ビジョンやビジ

ネスモデル,検討対象範囲となる基本モデルは,プロジェクト

での共通認識を図ることで,プロジェクト全体として合意形成

のとれたシステム開発を推進することができる｡

ステップ2では,伊藤忠丸紅鉄鋼の営業担当へのニーズ調

査やマーケテイング,既存システム調査,および日立製作所の

電子商取引の実態調査を実施した｡これにより,調達サプラ

イチェーンの命題と現状業務のギャップを洗い出し,さらに,

潜在的な問題点にも踏み込んで,取り組むべきBSF

(BusinessSuccessFactor)を抽出した｡その中から,標準

システムとして取り扱うべき開発の方向性として,システムコン

セプトを立案した(図2参照)｡

ステップ3では,膨大な事例調査をベースとした多様な業

務形態･商物流構造に柔軟に対応できるSCM標準モデルを

設計した｡これにより,カスタマイズが多発しないフレキシブル

なパッケージシステムを構築することができるようになる｡次に,

立案したSCM標準モデル構想を具現化し,情報システム･設

備機器を効果的に組み込んだ業務プロセスをデザインすると

ともに,システム開発要求仕様を定義し,システム化構想とし

て立案した｡

ステップ4では,立案したSCM標準モデルのシステム化構

想を基に,伊藤忠丸紅鉄鋼の顧客に実業務での精ちなテス
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SCM漂準モデル構想の立案
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図1上流エンジニアリング

の推進手順

標準化された推進手順により,

効率的なシステムを構築する｡

標準業務モデル
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上位目的:経営課題

霹客へ高付加価値

サービスを捷供

雇員客のシステム開発･

運用コストの低減

顧客のシステム導入

をスピードアップ

調達業務の

生産性を向上

サプライチェーンに

おける在庫の削減

安定した資材･製品

の供給

需要や納入状況の変化に柔軟に

即応できる資材･奉望品調達

サプライチェーンにかかわる

業務の簡素化･合理化

システムコンセプト

新規事業の

早期立ち上げ

調達リード

タイムの短縮

調達喜十画の

最適化

新規雇頁密閉拓時のシステム

開発･運用コストの低減

サプライチェーンにかかわる業務処理の

簡素化,省力化

調達サプライチェーンで

資本オ･製品の在庫,納期を

正確かつタイムリーに把握

トを行い,ユーザーニーズを把握することで,現場で使える

実践的なSCM標準モデルヘとエンハンスを図った｡

システム開発としては,ステップ4に,ユーザーへの個別プ

ロトタイピング検証により,評価と見直しを繰り返し,本格稼動

に備えるスパイラルアプローチ型導入手法を適用した｡また,

最終的な標準モデルシステムの設計･構築にあたっては,

SCM標準モデル構想に基づいた体系化の下で,SCM構築

支援パッケージとして｢e一過い箱+を商品化した｡

題コラボレーション型調達SCM構築支援パッケージ｢e一遇い箱+の概要

｢e一道い箱+は,鋼材や樹脂,電子部品などの原材料･半

製品を調達する需要家を対象に,SCMを総合的にサポート

するソリューション製品である(図3参照)｡

3.1｢e一遇い箱+の特徴

3.1.1ASP型調達SCMソリューション

｢e一過い箱+は,インターネットを活用した,需要家や協力工

場,素材メーカー,商社などの調達サプライチェーン向けのソ

リューションである｡ソフトウェアの期間貸し型サービスである

ASP方式を導入することで,システム構築の初期投資を抑え

ることができ,中小企業でも利用しやすくしている｡

3.1.2 シームレスな業務サービスの提供

システム構成として,調達･使用予定管理から受発注管理,

入山荷管理,在庫管理,加工管理,検収･納品管理があり,

これを-一貫した業務サービスで提供している｡このため,調

達業務全般の合理化や需要変動への柔軟な対応と,在庫

図21Tコンセプトの立案

経営課題から順を追ったアプ

ローチでブレークダウンし,システ

ムコンセプトを立案する｡これによ

り,収益のとれるソリューション開

発が可能となる｡

の削減が吋能である｡

3.1.3 多様な商慣行へのフレキシブルな対応,円滑な

情報共有

標準業務モデルをテンプレート化し,各種のパラメータ制御

を持たせていることから,調達サプライチェーンのさまざまな業

務形態や商物流構造に対応して,わずかなカスタマイズだけ

で多様な商慣行にフィットすることが吋能である｡また,各情

報をリアルタイムに関与者問で共有できる一方,ユーザーに

は,参加者が必要とする機能だけにアクセスする権限を制限

することができる,ち密な情報開示コントロールも実現して

いる｡

3.2｢e一遇い箱+の導入メリット

｢e一過い箱+を導入することにより,企業間の情報透過性を

向上させ,リアルタイムコラボレーションと高度なビジネスプロ

セス管理を可能とした｡

また,サプライチェーン全体を高度に最適化できる,スピー

ディーかつダイナミックなコントロールにより,バリューチェーン

全体としての業務効率も向上させた｡

伊藤忠丸紅鉄鋼は,第一段階としてこれを容器製造メー

カーに導入し,サプライチェーン全体で原材料･仕掛かり在庫

の25%削減と,業務の合理化を実現した｡

感上流エンジニアリング技術を適用したシステム開発

｢e一過い箱+では,上流エンジニアリング技術を適用するこ

とにより,当初の構築ビジョンから具体的なシステムとして構
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インターネット

外EDl

需要家

e-遺ちヽ清野特故

需要家用SCM標準業務モジュール

発注･納期管理

●材料借用計画
言十面白動生成

●発注

発注点管理

●納入指示

●在庫管理

入出荷･在庫管理 検収

●入庫処理 一棟収処理

●出庫処理 使用･納入検収

●在庫情報管理
ロケーション管理

′

使用予定

情鶉

マスタ

入荷情報

在庫情報 発)主

情報

ASP型

ソリューション

加工情報 出荷情報

′

模収情報

納品情報

サプライヤ用SCM標準業務モジュール

受注･納入管理人出荷･在庫管理 加工

●受注処理 ●入荷処理･入荷報告 ●加工指示

納品 :芸霊琵芸諾鮨:諾聖霊冨報告
･納品処理 在庫明細管理

傭
瀧
開
示
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

確
報
琴
不
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

報
の
供

情
境
攫

家
務
環

要
薬
理

需

処

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サプライヤ

業務情劫
処理環境の

提供

インターネット

外ED】

[垂車重画麺司

匡司
匡司
国

●使用計画
●発;主

●納入指示

●入庫処理
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･納品処理 1
●材料使用報告≡
加工報告

顧客別個別機能

サ
プ
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イ
ヤ
既
存
シ
ス
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ム

提供機能

EDl系機能

●インターネットを活用した他社インタフェース業務(納入
指示,納期問い合わせなど)のEDl化

SCM系機能

･納入指示にかかわる計画,意思決定業務の情報支援

●｢製造一流通一加工外注一場内在庫+に至る調達サ
プライチェーンでの一貫した納期･在庫情朝の提供

･他サプライヤのデータ,取引先既存システムとのシーム
レスなデータ連携

開発･適用スキーム

●資材･製品の調達業務の標準的なパターンやバリエー
ションをサボ…卜する業務モジュⅦル群を装備

●顧客の環境や条件に合致する業務モジュールを選択
することにより,顧客調達SCMシステムを構築

●システムの開発･運用は伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社で
行い(システムの資産は同社で保有),取引先からは,

システムが提供する便益の対価として,システム使用

料を受け取る｡

注:略語説明 EDl(ElectronicDatalnterchange)

図3｢e･通い箱+の概要と特徴

e一通い箱では,ASP型調達SCMソリューションとして.リアルタイムコラボレーション型調達コントロールを実現する｡

築し,利用ユーザーへの導入効果も実証した｡

ここで適用した上流エンジニアリング技術の特徴は,(1)収

益を上げる商品開発を推進するために,先進的なITを活用

した新ビジネスモデルの設定,(2)売れるソリューションを提供

するために,ニーズ調査･マーケテイングに基づいたBSFの抽

出とこれに基づくITビジョンの立案,(3)導入対象ユーザーを

限定せず,また,カスタマイズが多発しないように柔軟性を確

保した標準業務モデルの設計,(4)すぐに現場で使えるソ

リューションとするための,実ユーザーヘの標準業務モデル

の評価･見直しによる実践的なエンハンスの推進にある｡

これまで述べてきたように,上流エンジニアリング技術を適

用することにより,いっそうスピーディーで,かつ導入効果の

高い戦略SCMソリューションの構築を実現することができる｡

雷
おわりに

ここでは,日立製作所の上流エンジニアリング技術を適用

した,調達SCM構築支援パッケージ｢e-通い箱+の概要と,ビ

ジネスパートナーである伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社へ,この

SCMソリューションを提供するに至ったエンジニアリング上の

進め方,および実商品化したシステムの特徴について述べた｡

今後も,ビジネスパートナーのニーズに合わせて,エンジニ

アリング技術を拡充,整備することにより,さらに質の高い

SCMソリューションを構築していく考えである｡
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